画像情報処理論及び演習I

第一回レポート「基礎・アフィン変換・補間」
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Q1：「画像処理と関連がある情報学分野を２つ挙げて、それぞれどの様な関連があるか述べよ」（5点）
Q2：「画像処理の具体的な応用を５つ挙げよ」
（5点）
Q3：「Raster画像を構成する要素を挙げて、それぞれ説明せよ」
（5点）
Q4：「Vector画像とRaster画像の違いを述べよ」
（5点）
Q5：「pgm, ppm画像フォーマットを説明せよ」
（5点）

Q6：「２次元アフィン変換を構成する変換を４つ挙げて、その式を書け」
（10点）

Q7：「順変換と逆変換の違いを述べ、逆変換がなぜ有用なのか述べよ」
（10点）

Q8：「補間法を３つ挙げて、それぞれ説明せよ」
（5点）
Q9：「カラー画像を逆変換(３次補間法)で拡大・縮小(Scaling)するプログラムを作成し、縦・横共に0.3倍、0.8倍、2.5倍、縦2倍・横0.5倍、縦0.3倍・横2.5倍した５つの画像を載せよ.」
· プログラムファイル名: Report01_Q9.cxx

· コンパイル: g++ Report01_Q9.cxx –lm

· 実行: ./a.out 入力ファイル名 出力ファイル名 横 縦 

· 上記の実行で入力ppm画像ファイルに対して、与えられた横倍率と縦倍率だけ拡大・縮小したppm画像ファイルを出力する.

· 例：./a.out Lena.ppm output.ppm 0.2 3.0

でLena画像を横0.2倍・縦3.0倍4した画像をoutput.ppmという名前で出力する様なプログラム.
（25点）

Q9のヒント: Ex02.zip中のex02_3.cxxを改造すれば出来る. また、
#include<stdlib>

と

double x_factor = atof(argv[3]);

double y_factor = atof(argv[4]);

を倍率の取得に使う. 
注意点：PDFのレポートにワードの挿入→図で載せたときに図が大きすぎる場合は入力画像と5つの画像全て同じ比率で縮小して載せる事.
Q10：「カラー画像を逆変換(３次補間法)で回転するプログラムを作成し、２０度、４５度、６０度、９０度、１３５度回転した５つの画像を載せよ、ただし回転中心は画像の中心とする」
· プログラムファイル名: Report01_Q10.cxx

· コンパイル: g++ Report01_Q10.cxx –lm

· 実行: ./a.out 入力ファイル名 出力ファイル名 回転角度 

· 上記の実行で入力ppm画像ファイルに対して、与えられた回転角度だけ回転したppm画像ファイルを出力する.

· 例：./a.out Lena.ppm output.ppm 45.0

でLena画像を45度回転した画像をoutput.ppmという名前で出力する様なプログラム.
（25点）

Q10のヒント: Ex02.zip中のex02_3.cxxを改造すれば出来る. また、
#include<stdlib>

と

double angle = atof(argv[3]);

を角度の取得に使う. 
Extra：「最近傍法、線形補間法、３次補間法それぞれで入力ppm画像を５度づつ７２回(合計で360度)回転するプログラムを作成し、計算結果の画像を載せ比較・考察を述べよ. ただし５度づつの回転では毎回補間計算を行う事(画像にセーブする必要はない). また、最終的な出力画像の大きさ(縦×横のサイズ)は入力画像と同じになる様にする事.」

· プログラムファイル名: Report01_Extra.cxx

· コンパイル: g++ Report01_Extra.cxx –lm

· 実行: ./a.out 入力ファイル名

· 上記の実行で入力ppm画像ファイルに対して以下を出力する.

1. 最近傍法による結果: extra_1.ppm

2. 線形補間法による結果: extra_2.ppm

3. ３次補間法による結果: extra_3.ppm 
（50点）

Extraのヒント: Ex02.zip中のex02_3.cxxを改造すれば出来る. 
Image *tmpR1 = new Image(x_size,y_size);

Image *tmpG1 = new Image(x_size,y_size);

Image *tmpB1 = new Image(x_size,y_size);

Image *tmpR2 = new Image(x_size,y_size);

Image *tmpG2 = new Image(x_size,y_size);

Image *tmpB2 = new Image(x_size,y_size);
と中間計算用の配列を作ってR,G,B全てin →tmp1へコピー、72回回転するループの始まり→ 5度回転→3次補間→tmp2へ保存→ tmp1へコピー→ループ終了→outへコピーという流れで作成可能. x_size,y_sizeは入力画像の中心から四隅までの距離の二倍を入れるとよい(もしsx,syサイズならx_size=y_size=sqrt(sx*sx+sy*sy)). in→tmpとout→tmpは中心が重なる様に平行移動.
